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スタウアヘッド一一理想、の風景

西川正

序

ホア銀行の創始者のリチヤード・ホア卿の息子へンリー・ホア (1677-1725) はウイルトシャー

でノルマン人の征服以前から歴史を刻んできたスタートン家の屋敷を 1717年に購入した。彼はスタ

ートン邸を取り壊して新しく建てたコレン・キャンベルの手になるイギリスで最初に建てられたパ

ラデイオ様式の建築の 1 つである邸宅をスタウアヘッドと命名した。 18世紀初めからカントリーハ

ウスは盛んに作られ1710年から 1740年までで約150 もの新しい邸宅がイギリスバロック様式、パラ

デイオ様式などで建てられた。 1) スタウアヘッド邸に用いられたパラデイオ様式はニュービー・パ

ークでのそれとともに18世紀半ばまで小さな別荘のデザインの規範となった02) ヘンリー・ホアの

息子へンリー・ホア二世(1705-1785) はスタウアヘッド庭園を 1740年代から40年あまりをかけて

造園を続け、イギリス庭園の中でも屈指の名園を作り上げた。3) この庭園によりヘンリー・ホア二

世(以下ヘンリーと呼ぶ)は「偉大なヘンリー J (Henry the Magnificent) と呼ばれるようになっ

た。その後、継承者が多彩な植樹4) なと守を行ったが、現在見られる基本的設計はへンリーが作った

当時のままである。 1946年からナショナル・トラストの所有となり、庭園整備が行なわれている。

通常庭園は邸宅の前面に作られるがスタウアヘッド庭園は邸宅の裏手に広がる谷を背景に邸宅

の西側に広がる。このように邸宅と独立した庭園は珍しく、新しく理想の庭園を作るのには最適

だった。またプロの造園家の手になる庭園が多い中で、ヘンリーは自分自身で庭園を設計している

点でも珍しい。彼はスタウアヘッドを、事業が失敗して屋敷が他人の手に移ってしまうのを防ぐ

ため、「銀行業務にたずさわらない」という条件で異例とも言える孫のリチヤード・コルト・ホア

(1758-1838) に継がせるが、そこにもへンリーのスタウアヘッドに賭けた情熱と愛情がわかる。ヘ

ンリーはこの庭闘を「パラダイス」と呼んでいることからもそのできばえに十分満足していたこと
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がわかる。5) へンリーは当時の商業資本主義を背景に、土地所有者ジ、エントリー、貴族への貸付な

ども行なって銀行家として成功したが、その富によりそのような造園が可能になった。庭国にお金

をつぎ込んだ者たち(そのため破産した者もいる)への貸付をしているので、ヘンリー自身の庭園

に当時の造園の流行が寄与している 06) ホア家のように大きな土地屋敷を手に入れたピジネスマン

はそう多くはいなしミ。アフリカ奴隷とジャマイカの砂糖のプランテーションで富を築いたウィリア

ム・ベックフォードのフォントヒル近郊のものより大分大きいが、 7 年戦争の調達請負で儲けたロ

ーレンス・ダンダス卿が1760年代から 1770年代に築いたもの程は広くない。7) ヘンリーは財産に比

べ土地への投資は少ないと言える 08) 造園が当時の多くの土地所有者たちの不可欠の貰沢であった

時に、ヘンリーはどのようにして彼の理想とする庭園を作り上げていったのであろうか。また彼の

趣味である読書や芸術の教養はどの程度庭園に反映されているのであろうか09) これまでの研究で

スタウアヘッド庭園の様々な解釈が行なわれてきているが、果たしてそのような一貫した「意味」

があるのであろうか。本論ではスタウアヘッドを概観し、これまでの多彩な図像学的解釈の中から、

主にクロードの絵とヘラクレスの選択について検討し、一部の建築と彫像を取り上げ、その文化的

背景とへンリーのこだわりを検証し、ヘンリーにとっての理想の庭園の「意味」を探る。 10)

1 スタウアヘッドの概略

イギリス風景庭園の一つであるスタウアヘッドの庭園は、古典古代の風景が中心の景観であるが、

それ以外にも様々な庭園建築が作られた。ブリストルの十字架が建てられることになる岸から見た

パンテオンと橋のある風景が、スタウアヘッドに於いて最も有名な「ピクチャレスク」な景観で、

17世紀の画家クロード・ロランの絵画「デロス島のアエネーアス J とウェルギリウスの『アエネー

イスJ に基いているとされる通説がある。これに関しては後に検討する。イギリス風景庭園賛美の

立役者ホレス・ウォルポール(1717-1797) は、スタウアヘッドの風景を「世界で一番ピクチャレ

スクな景観の一つである」と賞賛している 0 11 ) I ピクチャレスク j という言葉には様々な意味が18

世紀初頭以降付与されることになるが、ヘンリーが再現したかった風景が古代の神話と結びついた

イタリアの風景で、クロード・ロラン、ニコラ・プッサン、ガスパール・テーュゲ、サルパトール・

ローザ等の解釈した古典古代の風景画(歴史画)を常に念頭においていたことは確かなので、まさ

に「ピクチャレスク(絵画のような)J の名にふさわしいと言えるだろう。凶ヘンリーは1738年か

らいわゆるグランドツアーをしているが、「イングランドでは狐狩りに専念したように、イタリア

では美術の研究に専念したJo 13) ヘンリーの旅行の詳細は不明であるが、ヘンリーの美術の教養が

その後の庭園の風景に反映されることになるわけである。

スタウアヘッドのように様々に趣向を凝らした風景庭園は当時恰好の行楽のーっとなった。 18世

紀後半庭園観光が流行し、ヘレフォードシャーではリーソーズ、ハグレー、バッキンガムシャー
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ではストウ、サリーではペインズヒル、シュロフシャーではホークストン、ウイルトシャーでは

スタウアヘッドが人気が高かった。人気のダーピシャーのツアーではチヤツツワース、ケドルスト

ン、ハードウイツクを訪れ、スタウアヘッドも人気の南ウイルトシャーのツアーの一環としてウイ

ルトン、ウオーダ一、ロングフォード、ロングリートなどとともに訪問された。14) ヘンリーは訪れ

る観光客のために宿泊施設を建てている。リピー・ポーウイスが1776年に訪れたときは旅龍は満員

であった。 15) 1791年にはスタウアヘッドが「有名な屋敷」であるとの記述があるのでそれまでには

人気のスポットになっていたことがわかる。 16) そのような人気の庭園は版画にされ当時人気を博し

た。ヘンリーの友人であるコプルストン・ウォー・パムフィルド (1720-1791) のスタウアヘッド

の水彩画も 1777年に版画が作られて、ヘンリー自身が購入している。17)

庭園の概略を得るために、庭園建築・湖の造成を中心に年代順に辿って見ていくことにする。18)

ヘンリー・フリットクロフト (1697-1769) は庭園建築に関してヘンリーにアドバイスをしたが、

庭園に関して最初の言及があるのは1744年で、「ヴェニスの四阿J19) と「イオニア式の丸いオープ

ン神殿j である。この神殿に関しては他に記録はなく、詳細不明である。 1734年にトマス・マニン

グの河神の像が購入されたが、この像はケレスの神殿(後にフローラの神殿)の前のフリットクロ

フトの滝の一部として石造りのアーチの中に設置される (1743-1753年の間)。ケレスの神殿がフリ

ットクロフトの設計によりウィリアム・プリヴェットにより 1744-1745年に建設。 1746年にオベリ

スクがチルマーク石でプリヴェットによって建造。グロットの中央部分が1748年(河神は1751年に

設置、 1776年にグロットは拡張される)に作られた。後にダムを作り中心の大きな湖が作られる前

なので、それを見越した高さに建設されたと推測される。 1748-1750年頃に湖の北に 1 つのアーチ

の木造の橋が建設される (1798年に取り壊される)。孫のコルト・ホアでさえ中国の橋だと思って

いたが、後に作られるパラデイオ様式の石の橋と典拠の本は同じである om) スタウアヘッドの代表

的風景に欠かせないフリットクロフト設計のパンテオン(ヘラクレスの神殿)が1753-1754年に建

設される。 1754年スタウア川を堰き止めて三角形の湖を作り (6 つの水源に恵まれている)、以後

その周辺に庭園建築が更に建てられることになる。

当時の中国趣味を反映し、中国の四阿が1759年以前にあった可能性がある 021 ) 1762年には 5 つの

アーチを持ったパラデイオ様式の石の橋が作られ、 1760年代にアポロ神殿の建設が始まり 1765年に

完成される。ブリストルで「迷信的でJ 1公共の邪魔J 1カトリック的」であるとされ撤去された中

世の高十字架をへンリーは購入し、 1765年に設置する。22) 1762-1765年にはアポロ神殿へ続く中国

庭園の仮山に似た石を積み上げた岩状のアーチの橋が作られる(更にアポロ神殿を過ぎた東に似た

ような岩状のトンネルが作られる) 0
23) 1765年にはパムフィルドとウィリアム・ホア (1707-1792)

設計の滝が作られる。 1766年以前に中国パヴイリオンがあった。 1779年にパイパーの描いた中国の

傘と呼ばれている四阿がパヴイリオンであると推定されるが、後に取り壊されてしまうので詳細

は不明である。 1768年には1447年に作られたブリストルにあった聖ベテロのポンプがシックス・ウ
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ェルズ・ボトムのスタウア川の最初の泉の上に立てられる(基盤はグロット状)。時代の「ゴシッ

ク」趣味を反映した建築もいくつか建設される 024) まず1760-1770年の聞に藁葺きの修道院が現在

アルフレッド塔の下に広がる森の中に作られ、 1771年には隠者の庵(ドルイド僧の庵)が作られ

た。アルフレッド塔 (1762年に構想されフリットクロフトにより 1772年に完成)もそのゴシック趣

味であるが、へンリーがヴォルテールのアルフレッド王賛美に感銘して建設を思い立ったものであ

る。ウォルポールが偽ゴシックと評したゴシック温室もあった。また小屋があったことが1785年の

屋敷の地図からわかるが、現在のゴシック小屋の形になり、はっきりした庭園建築になったのはコ

ルト・ホアの時代である。その他トルコのテントもあった。リチヤード・ポコックの1754年の記述

は、ダムの建設中にスタウアヘッドを訪れたもので、へラクレスの神殿も未完成で臨場感溢れてい

て興味深いものだが、それによればヘンリーはミナレットのあるモスクなど様々な様式の庭園建築

を湖の 3 つの島に建てる計画であったom

このように年代順に庭園建築を辿っていくと、様々な種類の建築がヘンリ』にとっては特に違和

感なく建設されている。コルト・ホアは「建物がありすぎる自然」を嫌い、イタリアの別荘のよう

にするため、特にお互いが調和していない建築(ゴシック温室、中国の神殿、トルコのテント、テ

ラスの神殿お))を取り壊したのとは対照的であるom 中世の十字架や隠者の庵などのゴシック的要

素や中国的建築がなかった1757年にスタウアヘッドを訪れたハンウェイは「中国建築、想像上の怪

物」がないので、「この非常に快い住まい」を賞賛したom) しかし当時の「多様さ」を求める造園

者はつぎつぎと新しい流行を取り入れて、庭園をより魅力のあるものとすることに余念がなかっ

た。実際に実現しなかったもので、後のスタウアヘッドに設置されるブリストルの十字架が風景に

取り込まれたトマス・ロビンズの1753年に描かれた想像上の絵(カプリッチョ)は興味深い。ダヴ

エンポートハウスのロング・ウォーターのゴシックの四阿のある実景の右側だけを空想の風景に変

形し、中央付近にブリストルの十字架を置き、右端は激流の川に中国の橋が架かった岩山のシノワ

ズリーの風景に変えている Om) この様な異種混靖の幻想的風景を賛美できる人もいれば、ジョン・

パーネル (1744-1801) のように、受け入れられない人もいた。パーネルは1763年に、ギリシャの

神殿、ゴシック建築、中国建築などが一望に見渡せる眺めについて「ばかげていて」、「想像力、自

然、理性にも反する」と評している。初)スタウアヘッドのゴシックや中固などの他種の建築はブリ

ストルの十字架や教会を除けば、古典的風景とは一望には見渡せず、その意味では異種混請が目立

たない配置になっていた。このような異種混請は当時の単なる流行だけでなく、文化を反映するも

のでもあり 31)、ゴシックと古典的風景の並列はすでにウィリアム・ケント (1685-1748) に見られ

る。 32) へンリーもヴァラエティに富んだ庭園建築を楽しんだ。これは芸術の蒐集家の心理と同じで、

絵画・彫刻・工芸品の蒐集家のヘンリーは次々と庭園建築を建設して、訪問者を楽しませたいとい

う気持ちとともに、「文化の蒐集」をしたいという心理があったに違いない。お)
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2 図像学的解釈の例

スタウアヘッド庭園に関しては様々な図像学的解釈がされている 034) 果たしてへンリーはどの程

度意図的に庭園建築や彫刻像に意味を込めたのであろうか。また、絵画や古典文学との関連はどの

くらい緊密に立証できるのであろうか。

特に有名なクロード・ロラン「アエネーアスのいるデロス島の海辺j との関連を検証してみよ

う。スタウアヘッドの「左にパラデイオ橋、右にフローラの神殿、湖を隔ててパンテオン」という

美しい眺めとの類似性が、格段に強調され、「スタウアヘッドはクロード・ロランのこの絵をもと

に作られた」という通説が生まれた。スタウアヘッドの旅龍から出て 120歩」ほど歩いたところか

ら見たパンテオンのある風景の美しさをジョン・パーネルは「私がこれまで見たなかで、最も喜ば

しいとも言える風景」と記述 (1769年)している。お)クロードのこの絵のパンテオンは「クロード

がそれまでに描いた中で、最も見事なパンテオンの変形」との評がある。36) さらにこの類似性から

クロードのこの出会のソースとしてのウェルギリウスの『アエネーイスj (第 3 歌)、オウイデイウス

の『変身物語H巻13) から庭園の解釈が生まれてきた。ロランの絵はイギリスで人気があったので、

へンリーは友人所有のものを目にしたり、イタリア旅行の際に見たことがあるだろうという推測は

できる。 37) ただし、へンリーがこの治会を見たという確証はない。お)また、スタウアヘッドを訪れた

当時の人のこの絵との関連性についての言及はない。クロードの絵は確かにへンリーは欲しがって

いたが、本物は手に入れることはできず、「行進する人のいるデルフォイの風景」のアンドレア・

ロカテッリのコピーを所有していただけである。39) またロランの自作の絵の素描集『真実の書』が

出版されたのはだいぶ後の1777年である 040) 1アエネーアスのいるデロス島の海辺」ではパンテオ

ンの位置は正確に見れば海(スタウアヘッドでは湖)の向こうにあるのではなく、そのような構図

はクロードの「ヌマの死を嘆くエゲリアj に見られる 041) この絵を参考にパンテオンのある景色を

作ったと考え、エゲリアとそのグロットとの連想がグロットの建設になったという説もある 042) ク

ロードの絵との関連を主張する説で一番の疑問点は、橋が1762年にできた時に、ホアの気に入った

橋のある風景はパンテオンと橋の風景ではなく、パンテオンから見た風景であったことである。彼

の1762年の娘のスザンナ(橋の建設は娘が望んでいたものである)に宛てた手紙の記述では、「パ

ンテオンから見たヴイツェンツァのパラデイオの橋をモデルにした橋(村の橋のように見える)と

村と教会の風景は魅力的なガスパール・デユゲの絵のような風景である J と述べている(ブリス

トルの十字架はまだこの時点ではない) 043) この風景の、ソースとなるようなデユゲの絵はないが、

建物と風景をうまく組み合わせるのに巧みなデユゲを当時の造園者達は参考にし、へンリーもその

ような点と村の牧歌的風景を気に入ったのであろう 044) フランシス・ニコルソン (1753-1844) に

18日-14年頃の一連のスタウアヘッドを描いた水彩画がある。その中にデユゲ的な滝とアポロ神殿、
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教会、フローラ神殿、オベリスクを描いた風景があるが、そのサーペンタイン道、丸い神殿、人物

と犬、などはまさにテゃユゲ的だと言われる 045) またアポロ神殿を描いたスケッチでは、デユゲのテ

イヴォリのシュピラの神殿を思い起こさせる。46)

以上から、クロードの特定の絵をもとに造園したというこの通説は、美しい絵のようなスタウア

ヘッドの風景を、クロードの美しい「アエネーアスのいるデロス島の海辺」で、美しく説明したい

という人々の気持ちから生まれ、育まれてきたものだと言えよう。

アエネーアス関連で重要な銘文について一つだけ検討しておこう。フローラ神殿の入り口の上に

以下の銘文(字体はグロットの入り口のものと同じである)があるが、『アエネーイスJ 第 6 歌258

行に見られるクマエの亙女シピュラの言葉で「離れよ。おお、離れていよ、不浄な者どもよ J47) と

いうもので、アエネーアスがローマの建設の予言を聞かされる冥界へ降りる時に発せられる言葉で

ある。トロイ陥落からローマ建設までのアエネーアスの旅をスタウアヘッドの訪問者は辿るという

解釈の根拠の一つになっている。この解釈によればグロットは冥界になり、パンテオンはローマに

なる 048) この銘文を簡略化した銘文がジョナサン・タイアーズ(1702-1767) のデンビーズの庭園

の入り口にもある。入り口からすぐにイル・ベンセローソ(ミルトンの詩『沈思の人』から命名)

と呼ばれる 8 エイカーの森になり、この銘文は聖域に入ることを示していると言う 049) スタウアヘ

ッドの銘文もこれと同じく、「アエネーイス』の物語を想起させるのではなく、庭園巡りの最初に

相応しい銘文としての意味で使用された可能性もある。この銘文はスタウアヘッドの当時の記録は

1801年のウオーナ一切)や1807年のフェントンのものにしか見られないことから、当時の人にもあ

まり注目されず、それ程深い意味を持っていなかったのかもしれない。

これまでの研究は造園の際模倣したと推測される絵画や、彫像の図像学的意味、銘文の解釈など

を中心に庭園の意味を探るというアプローチが多かったが、「庭園の「意味j は図像学的意味であ

る」という前提をもとに解釈が行なわれている。しかし、ヘンリ一自身がその庭園の「図像学的意

味」を説明していないことからもわかるように、ヘンリーにとって重要な庭園の「意味」は他にも

あったと考えるのが自然であろう。ヘンリーにとってまず重要だ、ったのはデユゲ、クロード、プッ

サン、サルパトール・ローザのような風景を庭園に再現することであるが、それと同等に重要で、あ

ったのは、その風景に相応しい庭園建築と彫像を配置することである。ヘンリーにとって庭園が満

足できるものになるには、風景の構成とともに、彼の好みにあった建築と彫像があることが必要で

あった。もちろんそのような庭園の要素から連想される、古典文学の物語りも庭園の「意味」の一

つではあるが、へンリーが庭園全体に一貫したテーマとしての「意味」を想定していたと考えるの

は、当時の少ない証拠からは無理で、あると思われる。これまでの解釈で取り上げられている銘文の

解釈、『アエネーイス』との関連や、彫像に関する連想(主に「ヘラクレスの選択J) を検討しなが

ら、ヘンリーの彫像へのこだわりとその意味を以下検討する。
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3 彫像の丈化的背景と意味

フランスの18世紀の庭園は当代の彫刻で飾られることが多かったが、イギリスでは古典のコピ

ーの像が通例であった。51) イギリス 18世紀中ごろの銅像の庭園彫刻や石膏彫刻の主な製造者はジョ

ン・チーア (1709-1787) で、スタウアヘッドにも多くのチーアの像がある。主なスタウアヘッド

の彫像を失われたものも含めて列挙すると、邸宅の南の芝生の端にベルヴェデーレのアポロ像が

あり、フローラ神殿には「ケレスの像」があり、フローラ神殿の下の石造りのアーチの中には横た

わる河神があった。フローラ神殿の下の湖の中に台座が設けられネフ。チューンと馬達の像が設置さ

れた。グロットにはニンフの像と河神の像がある。パンテオンの彫像はヘラクレスの右手から反時

計回りにフローラ、ダイアナ、聖スザンナがあり、ヘラクレスの左手から時計回りにケレスとして

のリヴィア・アウグス夕、メレアグロス、イシスがあり、タトの壁禽にはバッカスとカリピュゴスの

ヴィーナスの像がある。アポロ神殿にはベルヴ、エデーレのアポロ像の他にポーモーナ、ミネルヴア、

ウーラニア一、ヴィーナス、ウェスタの処女、アポリーノ、メルクリウス、バッカス等の像があっ

た。 他にも彫像があるが、以上の中からグロットにあるニンフの像と河神の像、パンテオンにある

ヘラクレス像を中心に考察する。

3.1 グロットの銘文と彫像

グロットはヘンリーが「ニンフの神殿」と呼んだが、横たわるニンフの像と、河神の像がそれぞ、

れ別の部屋に置かれている。グロットの入り口の銘文は「中には清水が湧き、自然にできた石の座

席があって、ニンフたちが住まいとしている J (rアエネーイス]第 1 歌167-168行)である 052) ウ

ィリアム・シェンストーン (1714-1763) のリーソーズのグロットの一部の石の座席にもこの銘文

が見られる。53) シェンストンはこの銘文はグロットの定義であるとしばしば言っていた。日)グロッ

トはイタリアの庭園では彫刻や噴水などのある避暑の場所としても庭園の基本的要素のひとつで

あったが、 16世紀から 18世紀にかけて建築や人工洞窟の形で流行した。コロッチ家の庭園のグロッ

トはスタウアヘッド家の書斎にあるベルナール・ド・モンフォーコンの『古代遺品解説』にも版画

として載っているが、スタウアヘッドのグロットにあるポープが英訳した15世紀の偽古典詩の元の

ラテン語の銘文もそこに見られる。日)この詩は古典詩と考えられていて、 19世紀のラテン語のエピ

グラム集にも依然として載っていた。56) ただしコロッチ家のニンフはヌードである点でスタウアヘ

ッドのものと異なる。57) スタウアヘッドのニンフ像はヘンリーのお気に入りの像であった058) この

モデルはヴァチカンのベルヴェデーレ彫刻庭園の有名なアリアドネの像である。59) グランドツアー

では人気の彫刻で、カメオなどのお土産品も作られた。ω) イギリスのグランドツアー者達の肖像画

を200人以上も描いた人気の画家ボンベーオ・パトーニ(1708-1787) の 1764年のトマス・ダンダス
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の肖像画や1766年のラズモフスキー伯爵の肖像画にもこの像が描かれている 061) ポープの詩にもこ

の像が詠われている 062) コロッチ家のニンフもヴァチカンのニンフも古代のニンフのポーズと違い、

片方の腕を後ろに回しているが、これは石棺に彫刻されたアリアドネのポーズと同じである。臼)ヴ

ァチカンのニンフは蛇の腕輪をしていることから、クレオパトラと思われていたが、ベルヴェデー

レ庭園ではこの像がグロットに設置されるなど、ニンフとの連想は常にあった。臼)

スタウアヘッドの像には蛇の腕輪はないのでウォルポールは「毒蛇のないクレオパトラ J と呼

んだ。日)ニンフの像の作者はチーアで、 1751年に支払いの記録もある。興味深いことにジョン・マ

イケル・リズブラック(1693-1770) の素描にスタウアヘッドのニンフを描いたとされるものがあ

る。“)これに関してはこれまでのスタウアヘッドの研究では取り上げられていないが、この素描は

スタウアヘッドのニンフと比べてみると、蛇の腕輪らしきものがみられる。左上腕に明らかに衣

服の襲とは違う細長い上部が短い数字の 2 の形状をしたストロークがあり、これが蛇の腕輪の蛇の

頭部の簡略された表現であると思われる 067) さらに上半身の姿勢もより立っていて、台座も異なる。

これはベルナール・ド・モンフォーコンの「古代遺品解説J の版画に見られるベルヴェデーレのク

レオパトラ像に近い。侃)この本はスタウアヘッドの書斎にあるので側、想像を遣しくすれば、ヘン

リーがリズフゃラックにニンフの像を依頼し、この本の図を元にグロット用のニンフを描いてもらい、

実際の像にはヘンリーが名づけた「ニンフの神殿」であるグロットのニンフには必要ないクレオパ

トラに思われる蛇の腕輪をつけないことをヘンリが指示したことがあったのかもしれない。ヘンリ

ーとリズフゃラックの関係は1727年のイニゴー・ジョーンズの大理石の胸像の依頼に遡る。70) チーア

の作とされるものでも他にもリズブラックのものではないかと推測されているものもあり、河神に

関しでもパイパーの素描はリズブラックのものとしているので、ニンフに関しでもリズブラック

の可能性もあるだろう。71) チーアはリズブラックの像から自分の像の型を作ったりしているので初、

リズブラックとチーアとの関係は更に検討の余地があるだろう。73)

ではこのニンフの像でヘンリーは何を表したかったのであろうか。ニンフ像の下にある水浴び、場

の縁の銘文はポープの訳した偽古典詩である。「私はグロットの精霊ニンフ、これらの聖なる泉を

守る/水の噴きを聞きながら私は眠る/ああ、私の眠りを邪魔せず、洞窟では足音を潜めて/静か

に水を飲みなさい、水浴び、するなら密やかにj。ニンフは山や川、森や谷に宿るので、この場所に

まさにふさわしい。『アエネーイス』にもニンフは登場するが、この詩から特に『アエネーイスJ

を連想させるものはない。 1807年のスタウアヘッドの訪問者の一人はグロットのことを「エゲリア

の隠れ家」と書いている。74) ヌマの死を嘆くエゲリアは哀れに思ったダイアナにより冷たい泉に変

えられたが(オウイデイウス『変身物語J 巻15) 、フローラ神殿を過ぎたところの正はダイアナの

圧と呼ばれていた。この物語によればスタウアヘッドの湖はネミ湖となる。ヘンリーの手紙(1765

年)にスタウアヘッドの湖をアウェルヌス湖に見立てた表現があるが、ヘンリ一所有のリチヤー

ド・ウィルソン(1713-1782) のアウェルヌス湖の絵も後にネミ湖と名称が変わったりしているよ
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うに、この二つの湖はイギリス人の想像力の中ではしばしば混同されているom ヘンリーも蒐集し

た画家で、イギリス人のグランドツアー旅行者達用の絵を提供していた一人であり、ウィルソンの

風景画家としての資質を認めた最初の一人であるクロード・ジョゼフ・ヴェルネ(1714-1789) の

「ネミ湖の風景J (1748) もウィルソンやコルト・ホアの「アウェルヌス湖」の絵と似た風景であ

る。76) これと同様にスタウアヘッドの古典の連想は随時変わりうるものであったと言えるだろう。

古典の連想とともにヴァチカンのベルヴ、エデーレの「クレオパトラ」と、何よりもイタリアのヴ

イラに相応しいニンフのグロットの引用もへンリーにとっては「意味j があったといえよう。隣

室の河神とともに、 j衰々と湧き出るスタウア川賛美でもあるだろう。推測の域を出ないが、ニン

フは亡き 2 番目の妻を表しているという解釈も興味深いom モンフォーコンの『古代遺品解説』の

版画より胸がはだけていないこともこのためであるかもしれない。だいぶ後になるが1774年のトマ

ス・ウィリアム・コークの肖像画のコークの背景にヴァチカンのクレオパトラ像が見られるが、こ

の像は絵を依頼したコークに思慕するオルパニー伯爵夫人であるとされている。78) このように、彫

像に自分の思いを込めることは十分に考えられる。 1740年に息子が 7 歳で死に(娘は1735年に亡く

なっている)、 1741年の母の死にともない、へンリーはスタウアヘッドに住むことになるが、 1743

年に 2 度目の妻スーザンを失い、 13歳の息子と 6 歳と 11歳の娘が残され、以後ヘンリーは独身を通

す。79) このような家族の不幸の後に、ヘンリーの造園が始まることを考えると (1751年には更に残

された息子が亡くなるが、この試練に対して神への敬慶な信仰を述べたへンリーの言葉が残ってい

る)側、妻への思いが庭園のどこかに表現されていたとしても不思議はない。もう一つの例はパン

テオンにある聖スザンナの像で、妻スーザンと娘スザンナが連想、される 081)

『アエネーイスj と関連が見られるのがグロットのもう一つの像、河神である。これも支払いの

記録からチーアの製作とされている。上にも述べたように、リズブラックの製作の可能性もある。

これはサルヴァトール・ローザの「アエネーアスの夢」の版画を元に作られた082) 版画と左右が逆

であるが、これは河神がパンテオンへ行く道を指すために変えられたのかもしれない083) ローザの

版画(他に河神の体勢の違う素描もある)のソースはプラトリーノのメデイチ家の別荘にあるジ

ャンボローニャの巨大なアベニヌス山の像や、それを描いたデラ・ベッラの版画などが可能性とし

て挙げられているが、ヘンリーにとってもよく見られる河神の彫像とは違う特異なものという認識

は十分にあったであろう 084) I アエネーアスの夢J (rアエネーイス』第 8 歌)から解釈するとこの

神はテヴ、エレ川である。だが、コルト・ホアの記述によると、かつてあった板のグロットの銘文は

オウイデイウスの「変身物語j (巻 1 、 574行以下)からとったものである。「ここが、偉大なる河

神ペネイオスの住みかであり、居所であり、聖殿でもある。ここで、河神は、岩山がつくっている
ニンフ

洞窟に座って、波と、そこにすむ妖精たちに、指令を与えていたo J85) この銘文によればグロット

はテンベの谷の河神ペネウスの洞穴を意味することになる。月桂樹に変えられたニンフ、ダフネの

連想もグロットにふさわしい。ただ、この河神の上にあったとされる銘文がヘンリーの時代のもの
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であるという確証はない。鉛)ヘンリーの時代の記録としては「スタウア川の泉の査は尽きることが

ないJ というような銘文があったom ヘンリーはどの連想を意図していたのであろうか。彫像にこ

だわるへンリーがこの河神のモデルがローザからとったものであることは当然知っていたであろ

う 088) ヘンリーにとってはこの河神がアエネーアスと関係があることも意味があることだ、ったであ

ろうが、ローザのものであるということ自体にも意味があるだろう。ローザは当時デユゲ、クロー

ド、プッサンとともに人気の画家であった。ローザの絵の奇怪な木やごつご、つとした岩を庭園の風

景に取り入れるのはかなりむずかしかったと思われるが、スタウアヘッドの隠者の庵のオークの屋

根や、隠者の庵へ続く岩状のアーチの橋などはローザとの関連性を窺わせる 089) コルト・ホアの言

及する銘文は石に刻まれているのではなく板にあったので、訪問者用のわかりやすい説明であった

のかもしれない。更に混乱することにホレス・ウォルポールは河神の下にはウェルギリウスの銘文

があったと言う。叩)もしこれが正しいのであれば、ヘンリーにとっては銘文自体が特定の連想にこ

だわるべきものではなく、随意にその時々で様々な連想、を楽しむものだったとも言えるだろう。そ

の中で『アエネーイスJ は自然な連想、の一つであった。グロットに関してへンリーは「ザブンと心

地よい水浴びど、新奇な魔法に満ちたグロットはアジア的な賛沢である J (1764年)と述べている

ように、庭園の感覚的・快楽的な面も重要な要素であった091)

3 目 2 パンテオンと彫像

パンテオンはグランドツアーでも最も賞賛され、また模倣された建築であり、チジック(1726年

頃)、イックワースの庭園建築(1795年)や、インス・プランデルの彫刻の間 (1792年)にも見ら

れる。ロンドンのオックスフォード・ストリートに1772年に作られたパンテオンはホレス・ウォル

ポールに「イングランドで最も美しい建物」と賞賛されたom 彼のスタウアヘッドのパンテオンの

ある風景を絶賛した理由の一つは当時のこのパンテオン賛美にもよるだろう。ローマに来る観光

客のためにローマの名所名跡の絵が描かれたが、ジョヴァンニ・パオロ・パニーニ(1691-1765)

も観光客のためにパンテオンの内部の様子を描いた絵を何枚も描いている(ほとんどが1730年から

1735年の間) 0 93) パニーニの絵(おそらくそのコピーの絵)はヘンリーも 1727年に購入している。担)

スタウアヘッドのパンテオンはローマのオリジナルを正確にはコピーせず、 4 本のコリント式柱と

壁端柱のあるポーチは両側面に閉じた柱聞がある。これはセパステイアーノ・セルリオの建築書目)

にあるルネッサンス様式を基にしている。96)

スタウアヘッドのパンテオンはリズブラックのヘラクレス像 (1747年に契約し1752年に完成、

1756年に台座完成、 1757年パンテオンのドームが完成とともに設置)が設置され、ヘラクレスの神

殿とも呼ばれていたoW) リズブラックは18世紀後半に彫刻の流行が変化するにつれ、酷評され、忘

れ去られていくが側、 18世紀前半には著名な彫刻家で、ジョージ・ヴアーチュー (1684-1756) は

スタウアヘッドのヘラクラス像のモデルになるテラコッタ像的)に関し「古代のヘラクレス像にも
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匹敵するものだ」と絶賛し、スタウアヘッドのヘラクレスに関しでも「後世に残る傑作J だと賞賛

している。 100) ホレス・ウォルポールも同様の考えで「ル・セール以来、最高の彫刻家」で、「時代

に最良の装飾は彫刻であると教えた」なと守の賛辞を送っている。 101) ヘンリーも当初の300ポンドの

代金に加えて、余分に50ポンドを支払っていることからも、この像を気に入ったことがわかる。102)

テラコッタ像はファルネーゼ、宮のヘラクレス像を元に、当時のボクサーたちの筋肉をモデルに作ら

れたもので、 18世紀的な優美さが感じられる 0103) ファルネーゼ、のヘラクレスの像を作る為にリズブ

ラックは自分が所有しているローマで出版された G. B フェッラーリの『ヘスベリデス』川の口絵

のJ. F. グロイターのピエトロ・ダ・コルトーナの絵の版画を参照したom) リズブラックはローマ

には行ったことがなかったが、多数の版画コレクションを所有していた。106) テラコッタ像を指差し

ている 1753年に描かれたリズブラックの肖像画もあることから自分でも自信作であったことがわか

る。 107) このように版画は一般人の楽しみだけではなく、プロの芸術家に必須の道具でもあった。

ファルネーゼのヘラクレスはグランドツアーでは欠かせない人気彫刻の一つであった。1附リズブ

ラックの初期のパトロンでもあったゴドフリー・ネラー卿 (1646-1723) のグリザイユの絵にも描

かれ、メディチ家のヴィーナスとベルヴェデーレのアポロの京会とともに、アレグザンダー・ポープ

(1688-1744) のトゥイッケナムの別荘の階段に飾られていた。1ω) ホガースの『美の分析H1753年)

の図 1 I彫刻家の仕事場J (これはチーアのハイドパーク・コーナーの仕事場だとされている)に

も見られる。 110) またホレス・ウォルポールのキャビネットのイタリア製の象牙の浮き彫りに描かれ、

イタリアからはブロンズの小ぶりの像が輸入された。lll) チーアも 1751年に22インチの像をブロンズ

仕上げの石膏で、作っている olla ジョウゼ、フ・スペンス (1699-1768) は『ポリメティスj 113) でヘラ

クレスについて特に詳説しているが、最初にファルネーゼのヘラクレスの像の図が大判で紹介され、

その最初の記述に、これは「ヘラクレスの12の功業」の最後のヘスベリデスの園での林檎を手にし

た像であるとの解説がある 0114) グロイターの版画もヘスペリデスの園であり、ニンフが月桂樹を渡

そうとしている図である。ただしスタウアヘッドのヘラクレスは蛇とともにではなくライオンの頭

部を根棒で押さえている像である。

ファルネーゼ宮にはヘラクレスとフローラの像があったが、へンリーもリズブラックにフローラ

の像 (1759年に委嘱、 1761年完成)も作らせている。 115) リズブラックは「古典様式の」像を作るよ

う委嘱をうけ、テラコッタ像を作ってから、大理石のフローラ像を制作している。116) テラコッタ像

はファルネーゼの像をモデルにしているが、ファルネーゼの像のようにがっしりした輪郭と厳しい

眼差しはなく、コルトーナの絵に描かれているニンフや乙女の様なふっくらとした優しさを持って

いる 0117) ファルネーゼの像は花束を持っているが、スタウアヘッドの像は花冠を持っているところ

が異なっている。またこのフローラ像はチーアによってロングフォード・カースルなど、様々な庭

園に銅製の像が作られたOIls) ホレス・ウォルポールはテラコッタのフローラの表情を「平板で、優

雅さがない」、と批評しているが、大理石のフローラ像の顔はこれとは異なり半分口の聞いたもの
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である。 119) リズブラックは最終的に現場でフローラの像の頭部を仕上げたが、テラコッタ像と表情

が変わったのはヘンリーの指示があったかもしれない。120) 大理石像はテラコッタ像より衣装が透け

ているのも相違点の一つである。

ヘラクレスはウィリアム E世以来イギリスのカントリーハウスで好まれた図像である。121) 当時ヘ

ラクレスとの連想では「ヘラクレスの選択」が有名で、ヘラクレスは倫理の英雄であった。丈学

ではルネッサンス以来好まれたトポスで、スベンサー、ミルトン、ドライデンなどによって誘惑

のテーマに利用されている。 122) 原典はクセノフォンの『ソクラテスの思い出』の中でプロデイコス

が語る話である。またイギリスの学校教育でも悪徳と美徳を寓意的に描いたプロデイコスの[ヘラ

クレスの選択J は青少年の倫理教育のために使用されていた。123) 音楽でも人生においての教訓とし

て理解されるモティーフで、ヘンデルの「ヘラクレスの選択』はコヴ、ェントガーデンで1750年 3 月

lニ初演されている。ヘンデルはヘラクレスに関しては選択のエピソードだけではなく、ヘラクレス

の死のエピソードの『ヘラクレス』もヘイマーケットのキングズ劇場の1744-45年のシーズンの為

に作曲している。 124) 庭園史上では、ルネッサンスイタリアのエステ荘とその庭園にもヘラクレスの

選択のテーマが指摘されている om) 絵画にもこのテーマは描かれ、ヘンリーも 1747年にニコラ・プ

ッサンの「ヘラクレスの選択」を購入している om) ボンベーオ・パトーニにもこのテーマの絵があ

る om) 彫刻ではリズブラックもこのテーマでヨークシャーのカールトン・タワーズでマントルピー

スの上の大理石のレリーフを作っている。

また風景庭園の哲学思想としてしばしば引き合いにだされる、第三代シャフツペリー伯爵アン

トニー・アシュリー・クーパー (1671-1713) は「ヘラクレスの判断を物語る図像についてのひと

つの考え」を書いている om) ここでの選択は「美徳」と「快楽」である om) ただしホガースにも見

られるように、 18世紀の商業に従事するプロテスタントのイギリス人に相応しい選択の連想は「勤

勉 IndustryJ と「怠惰 IdlenessJ である。130) これはまさにヘンリー自身の言葉に合致する。「この

庭園に作られたものは勤勉と仕事への献身の成果で、あり、それによりいかに偉大なことが達成でき

るかということを示している。これは怠惰な者たちの羨望の的であり、彼らは神殿、グロット、橋、

:岩、異国のパイナップルなどの南国の果実、夏の氷などは享受できない。これらが、勤勉なる者に

より獲得された時、彼らはこれらを十分に享受する権利がある。ただし、慎重な注意深き、忍耐強

い善行と、大きな好機を逃さないよう注意深く見守ることによって、その成功の基礎はできるので

ある。 J131)ヘンリーはパイナップルなどの南国の果実、夏の氷などの感覚的「快楽」をシャフツペ

リーのように「美徳」に対立するものとしては捉えてはいない。これはグロットの「アジア的賛

沢」の肯定にも窺える。 132)

スタウアヘッドのヘラクレス像がフローラの像とケレスの像に挟まれているので、「ヘラクレス

の選択」の図像として、美徳がフローラ、ケレスが悪徳とする解釈がある。133) しかしヘラクレスの

像はすでに 112の功業」を終わった後の中年の像である。ヘンリ一所有のプッサンの絵は若々しい
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青年のヘラクレスで、パンテオンのヘラクレスは力は糠つてはいるが髭の生えた中年である。また、

リヴイア・アウグスタとしてのケレスが「悪徳J あるいは「怠惰」を表すというのもやや疑問であ

る。このことから直ちにヘラクレスの選択ではないとは言えないが、フローラとケレスの組み合わ

せは、むしろハンプトンコートにあるネラーのウィリアム E世の騎馬肖像画 (1701年)を思い起こ

させる。この肖像画ではウィリアムはジェームズ E世の専制からイングランドを解放した当代のヘ

ラクレスであり、またアエネーアスの子孫であり、新しい黄金時代を開始し、平和と正義、貿易の

繁栄をもたらす君主として描かれている。 134) これは後のアルフレッド塔の銘文にも通じるものがあ

る。この絵にはネプチューンも描かれているが、ヘンリーはネプチューンを1765年に湖の中に設置

している。ヘンリーの意図であったかは別として図像学的解釈は様々な解釈があり得るという例に

はなるであろう。 135) また、スタウアヘッドの彫像は他の邸宅、庭園にも見られるものなので、その

像の一般的連想以外の特別な図像学的意味を持っていないということもあり得る。1お)

パンテオンから更に湖を巡り進むと、道は二手に分かれ、一つはそのまま湖に沿って行く平坦な

道で、もう一つは人工的に作った急な坂を上り、ごっご、つした石を積み上げた岩状のアーチをくぐ

り、最後の庭全貌を展望するアポロン神殿へ行く道である。まさにこの分岐点がヘラクレスの選択

であるとする解釈がある。 137) 確かにこの「ごつごつした岩」の表現は絵画や文学の「ヘラクレスの

選択J にも見られるので魅力的な解釈ではある。138) ただしアポロ神殿への道をヘラクレスの美徳へ

の道とする解釈はそこまでの道に隠者の庵などがあり、明確にその意図があるかは断定できない。

ヘラクレスの選択や他の連想は当然念頭にあり、彫像を倫理的、政治的にとらえることは18世紀

では自然であったが、それによって庭園の一貫したテーマにするという考えはなかったと思われる。

自分が真価を認める彫刻家リズブラックのファルネーゼのヘラクレスやフローラの像が他の彫像と

ともにパンテオンに飾られていること自体もへンリーの満足する「意味」であったに違いないom

4 結論

スタウアヘッドの庭園を解釈しようとする者はそれぞ、れ自分の解釈に従って、庭園要素を取捨選

択し、一貫した意味を導き出そうとする。ヘンリーの考えていた庭園はそのように首尾一貫した解

釈があるのではなしそれぞれの庭園建築にその建設時に意味を込め、造園が進むにつれ、多様性

に富む庭園が完成していった、と考えた方がより適切であろう。スタウアヘッドは風景、建築、彫

像、銘文によって絵画や古典文学など様々な連想を引き起こすが、ヘンリーは特定のものを庭園の

一貫したテーマにしたというよりは、連想の内容も随時変わり得るものであった。彫像に関しては

ベルヴェデーレ彫刻庭園、ファルネーゼ宮の庭園、ローザなどのモデルの引用とその表現にへンリ

ーはこだわりを持っていた。ヘンリー自身がこの庭園で何を表現して、ここが「パラダイス」と感

じたのかを考える時、この多彩な建築や彫像へのこだわりを抜きにしては論じられない。この芸術
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へのこだわりそのものがその意味の重要な要素であり、理想の風景に欠かせないものであったこと

を理解すべきである。
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